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表 14-1 表 12-2 補正後回収率（ブリ A）  [%] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

Fr.1(10min：40mL) 91  92  90  86  

Fr.2(5min：20mL) 3  3  4  5  

Fr.3(5min：20mL) 0  0  0  1  

合計 94  96  94  91  

表 14-2 表 12-3 補正後回収率（マダイ A）  [%] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

Fr.1(15min：60mL) 95  98  95  96  

Fr.2(5min：20mL) 0  0  0  0  

合計 95  98  95  96  

表 14-3 表 12-4 補正後回収率（クロマグロ A）  [%] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

Fr.1(15min：60mL) 91  91  88  103  

Fr.2(5min：20mL) 4  5  6  7  

合計 94  96  94  110  

表 12-3 エタノール抽出の回収率（マダイ A）  [%] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

Fr.1(15min：60mL) 95  99  96  98  

Fr.2(5min：20mL) 0  0  0  0  

合計 95  99  96  98  

表 12-4 エタノール抽出の回収率（クロマグロ A）  [%] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

Fr.1(15min：60mL) 91  95  90  103  

Fr.2(5min：20mL) 4  5  6  7  

合計 94  100  96  110  

表 13 魚中濃度測定結果   [ng/g-wet] 

  (DBHP)BT (DAHP)BT (DBHP)CBT (BMHP)CBT 

マサバ B N.D.(<0.08) 0.4  0.5  N.D.(<0.1) 

マダイ A N.D.(<0.08) 0.08 (trace) 0.1 (trace) 0.2 (trace) 

サケ A N.D.(<0.1) 0.1 (trace) N.D.(<0.2) 0.3 (trace) 

ブリ A N.D.(<0.1) 0.4  0.6  0.5  

クロマグロ A N.D.(<0.1) 0.9  0.4  N.D.(<0.2) 



 

 

 

 

 
魚試料をフードプロセッサで細かくする。

魚試料5g-wetを無水硫酸ナトリウム30gと混合し、乳鉢ですりつぶした後、
エタノール20mLと混合し、さらにエタノール20mLで抽出カラムに充填する。

水酸化カリウムを固体で1mol/Lとなるように添加して、40℃、60min(脂肪
20%未満の魚種)または120min(脂肪20%以上となり得る魚種)加熱して脂
肪等を分解する。

分液ロートに移し、ヘキサン10mLと純水25mLを加え、
10min振とう静置後分液し、ヘキサン層を採取する。

水層にヘキサン10mLを加え、振とう抽出を2回繰り返し、
ヘキサン層を合わせた後、30mLの純水で1回洗浄する。

無水硫酸ナトリウム5gで脱水した後、エバポレーター
および窒素パージで約1mLに濃縮する。

あらかじめヘキサン10mLを通液したNH2カートリッジに濃縮液1mLを負荷し、
ヘキサン4mL(うち1mLを容器洗浄液とする)で溶出させる。

窒素パージでヘキサンを蒸発させ、メタノール500μLに転溶して、LC/MS/MS 
(APCI-Positive法、移動相メタノール/水=99/1)で分離定量する。

エタノールで30℃(昇温待ち15min)、4mL/minで20min
加熱流下抽出した後、エバポレーターで25mLまで濃縮する。

 

図 2 魚中ベンゾトリアゾール類(BTs)の測定フロー 
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図3 クロマトグラム例(マサバB ) 図4 クロマトグラム例(ブリA ) 

 17




